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＜連絡事項＞
特記事項なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・越後　京子様～東Bユニットへ医療保護入院となる。
・押川　トヨ様～東Cユニットへ医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～ヘモポリゾン軟膏中止指示。

・佐藤　茂男様～メコバラミンは飲みきり中止の指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室への侵入や迷惑行動あり、開放観察は早めに終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離。スタッフへの多干渉等気分高揚さ見られまた飲水のペースも早く声掛け要している。説明には粗暴性なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。本日より午前午後2時間の開放観察指示あり。開放中性的発言や逸脱した行動なし、終了時は拒否無く誘導にて自室戻られている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察情報＞
・小嶋 つ子様～4/16から服用開始の臨時薬、リスペリドンが増量となっている。今後はインヴェガへの切り替えデポ剤検討していくこととしている。

・庭田 久美子様～薬に関して訴える事多く薬剤調整実施。フルニトラゼパム中止とクエチアピンへ変更している。

・北川 ミドリ様～診察時涙を流しており、臨時薬レキサルティ追加している。

・西舘 ミネ様～診察にて4/16からの臨時薬薬剤調整（エスシタロゾラム減薬、ミルタザピン増薬、メネシット追加）している。血糖測定3件本日より再開となり、15日まで指示あり。主治医より娘様へ連絡しているが出られず、明日再度主治医から連絡することとしている。

・川村 貞子様～4/16からの臨時薬アリピプラゾール減薬している。今後はエビリファイのデポ剤検討していくこととしている。

＜深澤Dr診察情報＞
・柏崎　勝吾様～本日より午前・午後2時間ずつ開放観察開始の指示。臨時薬リスペリドンとロラゼパム減薬、インヴェガ追加している。

・藤井 崇史様～臨時薬シクレスト（10）から（5）へ減薬し他は同内容にて処方している。また本人様より不穏時の頓服にリスパダールを追加して欲しいと希望あるも、主治医よりリスパダールではなくシクレスト（10）を（5）とし1日2回服用可と説明しIFオーダー変更している。今後の減薬予定としては、シクレストを中止したあと、ロナセンテープを減薬、その後採血検査しクロザピン導入していく予定と主治医より本人へ説明している。

・飯田 修子様～臨時薬同内容にて14日分処方あり。主治医より環境調整指示あり、検討していくこととしている。
・馬場 勝美様～臨時薬同内容にて処方継続。食事摂取量問題ないため点滴は本日で終了。心電図モニターは4/16まで指示でている。

・安達 よね様～点滴と吸引指示は4/14まで、心電図モニターは4/23まで指示あり。

[bookmark: _GoBack]・磯島 武弘様～臨時薬同内容にて7日分処方しアドエア1個処方している。西病棟への転出可。本人様より自宅アパートを見に外出希望あり、主治医より社会復帰調整官の担当スタッフも変更となったため、新しい担当スタッフと当院の相談員（男性の方が望ましい）と一緒であれば外出可と指示あり、PSWへその旨説明し対応依頼している。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年4月9日　13：35
  氏　　名：押川　トヨ様（オシカワ　トヨ）
　生年月日：昭和16年9月16日(83歳)
　病　　名：レビー小体型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr　　　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　元々口が悪い方ではあるが、R4年頃、娘二人に対し「お前らは
　娘じゃない」「出て行け」等急に攻撃性が向くようになり、長女
　は自宅を出て単身赴任の夫がいる盛岡へ転居した。R5年頃、メニ
　エール病の影響で不眠となり、赤十字病院精神科を受診し眠剤を
　処方を受け、R6年に終診。R6年末～7年始、子供や孫が帰省し、
　その後より不眠、幻聴の症状が出現。味噌汁作っていた際に外の
　ガスボンベ設置場所のあたりから「奥さん」という声が聞こえ、
　出てみたが誰もいなくガス会社に確認するが自宅には来ておらず、
　怖くなることがあった。その後も自宅のチャイムが鳴り、出て
　みると無人だったことがあり恐怖感から隣家の妹宅で過ごしていた。
　左耳の方から男性の声で性的な幻聴が聴こえるようになり、陰部
　から毛虫が入ってくるような体感幻覚もある。気を紛らわそうと
　したり規則正しい生活を心掛けたりしたが、幻聴・幻覚・不眠に
　悩まされて、居てもたっても居られない状態となり、R7年3月23日
　急患として受診。薬剤処方し帰宅としていた。R7年4月3日当院受診
　し、当院で薬剤処方されてから、幻聴は継続しているが恐怖感は
　なくなっている。しかし不眠は続いており、娘も仕事を休んで本人
　宅で同居している状態である為できれば入院治療を希望。症状改善、
　環境調整目的のため本日東Ｃユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年4月9日　14：26
  氏　　名：越後　京子様（エチゴ　キョウコ）
　生年月日：昭和24年1月1日(76歳)
　病　　名：反復性精神病、統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr　　　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ｂユニット

　＜経過＞　
　ケアホーム「福の里」入所中。当院通院中患者様で、最終受診はR7.3.21。
施設内で、「外に軽トラで男の人が来ていて、その人が壁に穴をあける、棒
で窓を叩く」等の訴え頻回に聞かれ、以前は日中のみの訴えであったが夜間
帯もコールを鳴らし連日施設スタッフへ訴えては自室に入れず、ホールで過
ごすことが多くなり睡眠もあまりとれていない。これまでに同様の訴えがあ
り、居室を何度か変更しているがそれでも訴えの多さは変わらず。1回/月程
度当院外来通院しながら様子をみていた。R7.4.2弟様より当院へ入電あり、
ここ最近は施設スタッフ、家族が宥めても本人の不安感は増す一方。また、
本人から連日弟様に「入院したい」と連絡していると同時に、施設内でも入
院したいと叫び騒いでいる事で施設も対応困難であると言われている状況。
施設、家族、本人より入院の希望あり、症状改善目的にて本日東Bユニットへ
医療保護入院となる。
